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(57)【要約】
【課題】背杆と背板とを連結する連結部材の構造を簡素
化し、製造コストを低減するとともに、組付工数も削減
しうるようにした背板の取付装置を提供する。
【解決手段】背板１１の後面下部に、後方と下方に開口
する凹部１９を設け、この凹部１９の後ろ下端の対向部
同士を、背板１１と一体をなす左右方向を向く連結片１
８により連結し、前記凹部１９に、連結部材２３を、そ
の後ろ下端が連結片１８の上面に当接するように嵌合し
て固着し、凹部１９内における背板１１の後面と連結部
材２３の前面との対向部に、それぞれ、上下方向を向き
、かつ下端が開口する嵌合溝２１、２４を設け、両嵌合
溝間に、背杆８の起立部８bを嵌合することにより、背
杆８に背板１１を取付ける。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座体の後方より起立する背杆に、背板を取付けてなる椅子における背板の取付装置にお
いて、前記背板の後面下部に、後方と下方に開口する凹部を設け、この凹部の後ろ下端の
左右の対向部同士を、背板と一体をなす左右方向を向く連結片により連結し、前記凹部に
、連結部材を、その後ろ下端が前記連結片の上面に当接するように嵌合して固着し、前記
凹部内における背板の後面と、前記連結部材の前面との対向部に、それぞれ、上下方向を
向き、かつ下端が開口する嵌合溝を設け、両嵌合溝間に、前記背杆の起立部を嵌合するこ
とにより、背杆に背板を取付けたことを特徴とする椅子における背板の取付装置。
【請求項２】
　背杆及び嵌合溝を、それぞれ左右１対設けてなり、左右の背杆における起立部の対向面
同士を、連結板により連結し、この連結板を、左右の嵌合溝間において、背板と連結部材
との対向面間に挟入してなる請求項１記載の椅子における背凭れの取付装置。
【請求項３】
　嵌合溝の断面形を、それに嵌合される背杆の起立部の外形と、ほぼ補形をなす形状とし
てなる請求項１または２記載の椅子における背板の取付装置。
【請求項４】
　連結板に係合部を設け、かつ背板または連結部材に、背板を背杆に嵌合したとき、前記
係合部と弾性係合する係止爪を先端に突設した係合片を設けてなる請求項２または３記載
の椅子における背板の取付装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、座体の後方より起立する背杆に、背板を取付けてなる椅子における背板の取
付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本願の出願人は、寸法の大きな合成樹脂製の背板(背シェル)に、背杆に取り付けるため
の嵌合孔や係止爪等、精度の要求される取付手段を一体的に形成することなく、背板の構
造を簡素化し、これを、背杆に安価に取付けうるようにした背板(背凭れ)の取付装置を案
出し、先に特許出願している(例えば特許文献１参照)。
【特許文献１】特開２００４－２４８８３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献に記載されているものにおいては、背板の後面に取付けられる合成樹脂製
の連結ブロックの内部に、背杆及びそれに固着した連結板に嵌合される嵌合孔と嵌合溝を
形成し、かつ連結ブロック下端に延長部を下向に一体成形し、この延長部の前面に、背杆
の連結板と係合する係止爪を一体的に形成しているので、連結ブロックの構造が複雑とな
り、それを成形するための金型の構造も複雑化し、製造コストが高いものとなっている。
【０００４】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、背杆と背板とを連結する連結部材の構
造を簡素化し、製造コストを低減させるとともに、組付工数も削減しうるようにした、椅
子における背板の取付装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
（１）座体の後方より起立する背杆に、背板を取付けてなる椅子における背板の取付装置
において、前記背板の後面下部に、後方と下方に開口する凹部を設け、この凹部の後ろ下
端の左右の対向部同士を、背板と一体をなす左右方向を向く連結片により連結し、前記凹
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部に、連結部材を、その後ろ下端が前記連結片の上面に当接するように嵌合して固着し、
前記凹部内における背板の後面と、前記連結部材の前面との対向部に、それぞれ、上下方
向を向き、かつ下端が開口する嵌合溝を設け、両嵌合溝間に、前記背杆の起立部を嵌合す
ることにより、背杆に背板を取付ける。
【０００６】
（２）上記(１)項において、背杆及び嵌合溝を、それぞれ左右１対設けてなり、左右の背
杆における起立部の対向面同士を、連結板により連結し、この連結板を、左右の嵌合溝間
において、背板と連結部材との対向面間に挟入する。
【０００７】
（３）上記(１)または(２)項において、嵌合溝の断面形を、それに嵌合される背杆の起立
部の外形と、ほぼ補形をなす形状とする。
【０００８】
（４）上記(２)または(３)項において、連結板に係合部を設け、かつ背板または連結部材
に、背板を背杆に嵌合したとき、前記係合部と弾性係合する係止爪を先端に突設した係合
片を設ける。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１記載の発明によれば、背板における凹部内の後面と、それに固着された連結部
材の前面との対向部に、上下方向を向き、かつ下端が開口する嵌合溝を設け、この嵌合溝
に、背杆の起立部を嵌合して背板を取付けているため、連結部材の構造を簡素化しうると
ともに、連結部材を成形する金型も、通常の２つ割り構造等のものを使用することができ
るので、製造コストの低減が図れる。
　また、背板の凹部内に連結部材を取付ける際に、連結部材の後ろ下端を、背板の下端の
連結片の上面に当接させ、かつ位置決めした状態で固定作業を行いうるので、連結部材の
取付作業が簡単で、組付工数が削減され、コスト低減を図ることができる。
　さらに、連結部材は、連結片により支持されているので、万一、止めねじ等の固定手段
に緩みが生じた際でも、連結部材が上下方向にがたつくのが防止される。
【００１０】
　請求項２記載の発明によれば、左右の背杆の起立部の対向面同士を連結板により連結し
、この連結板も、背板と連結部材間に挟入されているので、背杆への背板の取付強度、特
に、前後方向の曲げ強度が大となる。
【００１１】
　請求項３記載の発明によれば、嵌合溝に、背杆の起立部を、がたなく適正に嵌合しうる
ので、背杆に背板を、安定よく取付けることができる。
【００１２】
　請求項４記載の発明によれば、ねじ等の固定手段を用いることなく、単に背板を背杆の
起立部に嵌合するだけで、係止爪が連結板の係合部と自動的に弾性係合して、背板が背杆
より抜け外れるのを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を、図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明を適用した椅子の側面図、図２は、背杆と背板との連結部の分解斜視図
である。
【００１４】
　図１及び図２において、椅子１は、先端にキャスタ２が取付けられた放射方向を向く５
本の脚杆３からなる脚体４と、その中心に立設され、内部に収容されたガススプリング(
図示略)により伸縮可能とされた脚柱５と、脚柱５の上端に固着された支基６と、支基６
の上部に取付けられた座体７と、支基６の両側部に前端が枢着された背杆８と、背杆８の
上部に取付けられ、支基６の後端と背杆８の後部との間に介設されたガススプリング９の
付勢力に抗して後傾させうる背凭れ１０とを備えている。
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【００１５】
　背凭れ１０は、合成樹脂製の背板１１と、その下端を除く全面を覆う、下方が開放され
た袋状の張り材１２とを備えている。
【００１６】
　互いに平行に離間する左右２本の背杆８、８は、座体７の後部下方において前方を向き
、 前端が支基６に枢着された前向部８aと、座体７の後方において起立する起立部８bと
からなり、ほぼ側面視前向Ｌ字状に形成されている。
　両背杆８における起立部８bの中間部の対向面には、上下方向を向く連結板１３の左右
両端が、溶接により固着されている。
　左右の背杆８における前向部８aから、起立部８bの下端に至る部分は、合成樹脂製の背
杆カバー１４により体裁よく覆われている。
【００１７】
　背板１１は、左右方向を向く基板１５と、その両側端部の上端より上方に延出する正面
視下向コ字状の背枠１６と、この背枠１６の上端部の対向面同士を連結している横連結杆
１７とからなり、硬質合成樹脂をもって一体成形されている。
【００１８】
　背板１１は、座者の腰部付近、すなわち上下方向の中央部よりもやや下方の中間部が、
側面視において前方に突出するように、ほぼく字状に折曲され、かつ全体が、後向き凸円
弧状に緩やかに湾曲されている。
【００１９】
　図３及び図４にも示すように、基板１５の後面の中央部には、その部分を前方に凹入さ
せ、かつ基板１５の後面下部に、左右方向を向く凸円弧状の連結片１８を残存させること
により、後ろ下端の対向部が連結片１８により連結された、後方と下方に開口する方形の
凹部１９が形成されている。
　２０は、後方を向く格子状の補強リブである。
【００２０】
　凹部１９内の後面の左右両端部には、前方に円弧状に凹ませることにより、下端と後方
に開口する平面視半円弧状断面の嵌合溝２１、２１が、上下方向を向いて形成されている
。両嵌合溝２１の断面形状は、左右の背杆８における起立部８bの外形とほぼ補形をなす
形状、すなわち、互いの曲率半径をほぼ等しくされている。
【００２１】
　凹部１９の後面における左右の嵌合溝２１の外側方には、後方に開口する上下複数(３
個)ずつのめねじ孔２２が形成されている。
【００２２】
　２３は、合成樹脂よりなる連結部材で、後ろ下端が上記連結片１８の上面に当接するよ
うにして、上記凹溝１９に後方より適正に嵌合しうる厚さの方形に形成され、かつ後面は
、基板１５の後面とほぼ同じ曲率の円弧面とされている。
【００２３】
　連結部材２３の前面の左右両側部には、後方に円弧状に凹ませることにより、上下両端
と前方に開口する平面視半円弧状断面の嵌合溝２４、２４が、上下方向を向いて形成され
ている。両嵌合溝２４の断面形状は、上記と同様、背杆８の起立部８bの外形とほぼ補形
をなす形状とされ、かつ両嵌合溝２４は、連結部材２３を基板１５の凹部１９に嵌合した
際に、凹部１９内の左右の嵌合溝２１と対向するようにしてある。
　２５は、前方を向く格子状の補強リブである。
【００２４】
　連結部材２３における前面下部の左右方向の中央部には、方形孔２６が穿設され、この
方形孔２６の上縁には、図３に示すように、斜め前下方に向かって垂下するとともに、下
端に、斜め前上方を向く係止爪２７aが連設された弾性係合片２７が、一体的に連設され
ている。この係止爪２７aは、背凭れ１０を左右の背杆８に取付ける際に、両起立部８bの
対向面同士を連結している連結板１３の下端の中央部に弾性係合するようになっている。
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【００２５】
　連結部材２３の両側端部には、上記基板１５側の各めねじ孔２２と対応する上下複数(
３個)の段付孔２８が形成され、各段付孔２８には、連結部材２３固定用の止めねじ２９
が後方より挿入される。
【００２６】
　３０は、連結部材２３を覆うようにして、基板１５の後面の凹入段部３１に嵌合される
合成樹脂製の後面カバーで、基板１５の後面と同じ曲率の円弧状に屈曲されている。
【００２７】
　次に、背杆８への背板１１の取付要領について説明する。
　まず、背板１１における基板１５の後面に形成された凹部１９に、連結部材２３を、そ
の後ろ下端を連結片１８の上面に当接させて支持するようにして嵌合し、連結部材２３の
両側端部の各段付孔２８に挿入した止めねじ２９を、基板１５の後面の左右のめねじ孔２
２に螺合することにより、連結部材２３を、基板１５の凹部１９内に固定する。
【００２８】
　ついで、基板１５の後面の凹入段部３１に、後面カバー３０を嵌合したのち、基板１５
の前方より挿入した左右２個の止めねじ３２、３２により固定し、連結部材２３を覆う。
【００２９】
　ついで、袋状の張り材１２を、背板１１の上方より被せたのち、図３に示すように、張
り材１２の下端の開口部に取付けた固定部材３３を、基板１５の下面と下部カバー３４の
上面とにより挾み込み、下部カバー３４を止めねじ３５、３５をもって基板１５の下面に
固定することにより、背板１１に張り材１２を張設する。
【００３０】
　ついで、背凭れ１０を、下部カバー３４の開口３６を通して左右の背杆８の起立部８b
に落とし入れ、基板１５における凹部１９内の後面と連結部材２３との対向面に設けた左
右の嵌合溝２１、２４に、左右の起立部８bを嵌合するとともに、両起立部８b間の連結板
１３を、凹部１９内の後面と連結部材２３との対向面間により挟み込む(図４参照)。
　この際、連結部材２３に設けた弾性係合片２７の係止爪２７aが、連結板１３の下端に
弾性係合することにより、背凭れ１０が、背杆８より抜け外れるのが防止される(図３参
照)。
【００３１】
　以上説明したように、上記実施形態においては、背板１１における下部の基板の後面に
設けた凹部１９内に、連結部材２３を固着し、それらの対向面間に形成した嵌合溝２１、
２４に背杆８の起立部８bを嵌合し、かつ両起立部８b同士を連結している連結板１３を、
凹部１９内の後面と連結部材２３との対向面間に挟入してあるので、連結部材２３の構造
を簡素化しうるとともに、それを成形するための金型も、通常の２つ割り構造等のものを
使用しうるので、製造コストは低減させられる。
【００３２】
　また、基板１５の凹部１９内に連結部材２３を取付ける際に、連結部材２３の後ろ下端
を、基板１５の下端の連結片１８の上面に当接させ、かつ位置決めした状態でねじ止め作
業を行いうるので、連結部材２３の取付作業が簡単で、組付工数が削減され、これもコス
ト低減につながる。
【００３３】
　さらに、連結部材２３は、連結片１８により支持されているので、万一、止めねじ２９
に緩みが生じた際でも、連結部材２３が上下方向にがたつくのが防止される。
【００３４】
　なお、上記実施形態では、連結部材２３に設けた弾性係合片２７の係止爪２７aを、連
結板１３の下端を係合部として弾性係合させ、背凭れ１０が背杆８より抜け外れるのを防
止しているが、係止爪２７aが係合する係合部は、例えば連結板１３の後面に突設した係
合突起や、連結板１３の下端部に設けた係合孔等であってもよい。
【００３５】
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　また、弾性係合片２７を、上記実施形態とは反対に、基板１５の凹部１９の後面側に、
係止爪２７aを後向きとして設けることもある。
　本発明は、背板１１の前面にクッション材を取付けた椅子や、張り材１２のない背板の
みの椅子等にも適用しうることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態を備える椅子の側面図である。
【図２】同じく、背杆と背板との連結部の分解斜視図である。
【図３】同じく、背杆に取り付けた状態の背凭れの拡大中央縦断側面図である。
【図４】図３のIV-IV線横断端面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　　椅子
　２　　キャスタ
　３　　脚杆
　４　　脚体
　５　　脚柱
　６　　支基
　７　　座体
　８　　背杆
　８a　 前向部
　８b　 起立部
　９　　ガススプリング
　１０　背凭れ
　１１　背板
　１２　張り材
　１３　連結板
　１４　背杆カバー
　１５　基板
　１６　背枠
　１７　横連結杆
　１８　連結片
　１９　凹部
　２０　補強リブ
　２１　嵌合溝
　２２　めねじ孔
　２３　連結部材
　２４　嵌合溝
　２５　補強リブ
　２６　方形孔
　２７　弾性係合片
　２７a 係止爪
　２８　段付孔
　２９　止めねじ
　３０　後面カバー
　３１　凹入段部
　３２　止めねじ
　３３　固定部材
　３４　下部カバー
　３５　止めねじ
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